
新型コロナ感染予防対策 参加者の方へ 

～ 北村正彦先生とリコーダーアンサンブルを楽しむ会 ～ 

主催者 樋熊三津男・亀貝隆 

 

主催者として以下の対策と配慮をもってアンサンブルを楽しむ会を開催したいと考えています。 

※ 不足な点等がありましたら遠慮なくご指摘下さい。樋熊まで連絡をお願い致します。 

樋熊三津男 080-3322-1776 mitu3tu@gmail.com 

 

◆ 全国、新潟県や参加者の地域で、新型コロナの状況が落ち着いているようでしたら、予定通り実

施の方向で考えています。状況が悪化した場合は、中止又は延期の連絡をいたします。 

◆ 開催１週間前、６月１２日(土)に開催の有無をメール又はショートメール等で連絡いたします。 

なお、申込後参加を見合わせる場合は、樋熊まで電話にて連絡をお願い致します。キャンセル料

等はありません。 

※ ホテルのキャンセル料については、ホテル予約時、ご自分で確認をお願いします。 

 

【対策】 

１ 受講者の方へのお願い 

 ① お持ちいただくもの 

a マスク   

※ 忘れた場合は、会場入口、自動販売機で購入可 

 ※ フェイスシールドは効果が無いとのことです。 

bリコーダーに付いた水滴を拭くための、ハンカチ(ミニタオル)・キッチンペーパー等  

    c  bを入れるためのポリ袋…４枚程  ※後述のペットシートの処理にも使用 

  d ご自分の楽器 

② 以下のような場合は、参加を控えてくださいますようお願いいたします。 

・ 体温３７度台が数日継続した ・せき・喉の痛み・味・臭いが感じにくい 

・ 強いだるさ(倦怠感)・息苦しさ(呼吸困難感)がある 

 ③ 話す必要がある場合はマスクを着用 

 ⇒ 吹奏時はマスクを外す。 

※ リコーダー吸奏時は、口腔からの飛沫は殆ど飛散しません。※トヤマ楽器実験済 HP参照 

④ 楽器の貸し借りはしません。 

⇒ こちらが用意した楽器には名前シールを貼ります。 

※ シールは主催者が用意し、使用者が記名して貼ります。 

⑤ 「タオルハンカチ・ガーゼハンカチ・キッチンペーパー等」と「それを入れるポリ袋」につい

て 

⇒ リコーダーから垂れる水滴(気息が液化)を拭く。 

⇒ 足部管から垂れ落ちる水滴は、各自にペットシートを用意(主催者)します。 

  ※ ペットシートも終了後、ポリ袋に入れて処理します。 

⇒ ウィンドウェイ(気道)に詰まった水滴をウィンドウまで吹き出す際に当てる布として使い 

ます。 

   ※ ウィンドウに指を軽く当てて吹いても、不快音を出してしまうのはマナー違反です。布

を当てて吹けば不快音はしません。 



   ※ ハンカチ等は使用後、ポリ袋に入れ、密封して処理(洗濯・捨てる)してください。 

⑥ スタジオ出入りの際には、(スタジオ入口に備え付け)アルコールスプレーで、手指を除菌し 

ます。 

  

２ 会場の長岡リリックホールが取っている対策とそれを受けての主催者の具体策 

 ① 体調管理と参加者の把握 

・ 事前に体温計測 

・ 体調の優れない方と発熱等の症状がある方は来館を控えていただく 

・ 会場にて体温計測…ホール出演者入口に自動体温計測器があります。ここでその都度ご自分

の体温を計測していただきます。 

・ 来館者は、氏名・当日の体調を申告 

※ 参加者一覧表を作成し、受付位置に置きます。体調の良否と体温を記録していただきます。 

※ １日、３回の検温を記録用紙に記入します。 

 ※ ３回…①午前開始時・②午後開始時・③終了時 

・ ５／９、以降１４日後に体調についての報告を主催者にお願いします。後日感染者が出た場

合、関係機関への連絡等が必要になります。 

 ② マスク着用 

  ⇒ マスクは各自が用意 

  ⇒ 楽器吹奏時、マスクは外す。 ※紐を持って外す。 

  ⇒ 質問等話す場合は、マスクをして。 

 ③ 手指洗浄・消毒の徹底を 

・ 来館の際には、手洗い(石けんで最低 20秒) 又は 手指消毒(アルコール) 

・ 消毒用アルコールスプレーは、スタジオ入口に１本 

その他、館出入口・洗面所にもある。マイスプレー等 

・ 市販のお茶に新型コロナウイルスを不活化（無害化）する効果があるそうです。(奈良県立医

大（橿原市）矢野寿一教授（微生物感染症学）2020.11月 27日)   

 ④ 空調機の継続運転と定期的な休憩を 

・ 換気システムが継続運転 

⇒「５０分合奏－１０分休憩」を原則として進める 

※ 休憩時、話は小声でマスクをして 

 ⑤ 参加者が密集しないように 

⇒３密(密閉・密集・密接)を避ける  

⇒一番広い第１スタジオを使用 

⇒最低１ｍは離れてアンサンブルする 

 ⑥ 消毒や環境測定のため会場職員が入室する場合がある 

・ 空調換気状況のチェック 

・ スタジオ使用後は、会場備え付け備品(譜面台等)はそのまま こちらでは片付けない 

・ 職員が消毒して次の使用者へ渡す 

 ⑦ (会館は)主催者には以下をお願いする 

・ アルコールスプレー(会館が用意)を入口に設置 

・ 要注意事項のチェックリストを主催者(樋熊・亀貝)が記入し提出 

・ 施設利用のお願い事項を参加者に説明  

※ この紙面を事前配布して周知とします。 


